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以
上
私
は
ま
始
以
來
の
ハ
丨
バ
！
ド
各
獄
バ
ロ
メ
丨
ク
丨
內
容
の
廣
遷
を
略
記
し
た
。
始
め
に
一
言
し
た

通

り

•
本
文
は
主
と
し
て 

Gl
 

Q
記
述
S
I
I

は
あ
る
が
、
；
彼

は

菅

的

變

邀

を

氣

と

な

し

つI

、
囊
は
そ
れ
に
對
す
る
批
判
を
目
的
と
す
る 

も
の
で
、
從
つ

鐵

菜

文

に

於

て

堪

に

バ

“
メ
丨
タ
丨
內
容
の
變
1
2

取
扱
つ
た
關
係
上
，
幾I

筒
所
に
於
て
氏
の
所
說
を 

省
略
し
又
は
別
趣
：の
：■

を
加
べ
た
。
斯
か
る
各
猶
バ
ロ

 f

タ

ふ 

私
が
目
下
準
備
し
つ 

4

る
別
®
の
問
題
で
、
■

て
本
文
は
そ
め
f

る

葛

の

へ

一

，

0
 V-

 ̂
 

 ̂
^
 

1

1

.
p
 ̂
 r
 ̂
 I

«

一
 
九
ニ
九
ギ
の
そ
れ 

を
以
て
ニ
；旦
完
成
せ
る
も
の

vr

認
め
ら
れ
る
：か
ら
で
あ
：る

0
:

:

證

)

紙
数
と
時
' ^
の
關
係
上
、
後
半
の
.記
述
が
恐
ら
く
簡
略
に
失
し
た
で
I

ぅ
事
々
恐
れ
る
0
特
に
バ.
ロ 
メ

丨

タ

丨

の
計
算
に
於
て最
も

 

重
要
な
標
準
偏
差
に
■
し

H

は
殆
ど
述
べ
る.事
が
出
来
な
か
つ■た
.。
費
し
是
を
充
分
に
請
す
る
に
は
計
葬
の
實
際
を
示
す
必
要
が

あ

る

か

ら

 

で
あ
る
？
こ
れ
ら
の
不
備
は
次
の
機
會
に
補
ふ
っ
も
り
で
あ
る
。
：:

:

•

:

.(一

九
三
四
、
10

、一  
J

現
代
租
税
银
度
に
於
け
る
一
般
取
弓
税
の
地
位
と
其
本
質

.

:

高

，

木」

■

.

'

'
て

.

:.
..
■
.
■
-

'

,

'■
■•
:
. 

' 

:

-

.

J 

.

. 

.

實
上
观
又
は1

:^
1
*̂j
l
*m(

T
u
m
o
v
e
r
, 

Tax, 

General Sales 

T
a
x
,

,CJ
m
s
i
t
e
u
e
r
v

は
、
極
め
て
少
數
の
例
外
を
除
き
、
貨
物 

及
び
勞
满
の
實
買
取
引
を
課
稅
物
件
^
し
其
取
引
金
額
を
課
税
標
準
と
：し
て
、
.原
則
と
し
て
劃
一
的
稅
率
を
以
て
課
,
す
る
^
^
で
あ 

る
。
以
下
本
章
の
記
述
に
於
て
：1
般
取
引
税
と
寶
上
稅
と
''
5
:同
義
語
に
湘
ひ
‘る

デ

此

種

の

粗

税

，は

^

て
居
る o

 
:

へ
'
.
ベ

.：
r
:
:
v 

.• 

■

-:

:
-*
代
ギ
^
シ
ア
，.
及
び
ロ
ー
マ
に
於
て
.、
中
世
及
び
近
.世
初
期
の
.ス
ペ
イ
ン
、
ド
イ
ツ
3 
‘フ
ラ
ン
ス
及
び
イ
ク
リ
ー
等
に
於
て
行
は 

れ
；
：

第
.十
：九
.世
紀
に
も
米
國
'i
K
イ
ツ
の
ブ
レ
.l

y

vに
於
て
賣
上
税
の
.施
行
'さ
れ
た
.例
を
真
る
の
で
あ
：る
0
-,
殊
に
近
世
史
：上
に
费
名 

為
る
も
の
は
、
：ー
ス
ぺ
イ
ン
.の
賣
;±
税
た
る
ア
：ル
：カ
バ【

ア
：ル〈

力
^
フ
i
稱

せ

：
ら

れ

た

，
る

賣

上

税

は

：

尝

へ
.イ
ン
；P
經
濟
的
發
展
に
至
大
の
影
響
を
與
へ
る
所
が
あ
つ
た
。
ア
ダ
ム
•ス
.ミ
ス
は
國
富
論
に
於
て
此
ア
ル
カ
バ
ラ
に
就
て
次
の
如 

現)

代
和
税
_
度
へ
に.於
け
る
：.
1般
取
引
.税
の
她
位
せ
其
本
質
：

 

四
：

一

、『

六
'
.
^
b
ン



:瑰
^
和
：税
制
度.に.於
け
: ^
1
.
:
般

艰
5 |
税
'の
'地
：位.?2
其

本

質

^
.二 

(

.ニ

、
.，
し

、

)

;
v
: 

:

f

.

,

'

「

消
#

?

へ̂，0
課
税
は
商
人
め
利
潤
.に
課
す
る
ft
税
：で
あ
、る
^
.
1
芩
ふ
觀
念
の
結
果
と
.1
.H

、：...

或
爾
々i

に
於
：て
は
，
其
等
め
^
^
税 

が
其
貨
物
.の
繼
續
的
寶
買
の
鄱
度
に
反
復
繰
返
さ
'れ
た
。
'若
し
輸
入
商
人
文
，は
製
造
業
客
の
利
潤
に
課
税
さ
る
、
な
ら
ば
、
平
等
の
た
' 

め
に
社
其
等
.の
人
，々
.の
，い
づ
れ
か
.と
消
費
者
と
の
間
に
介
在
す
，.年
ー
，
初

の

诈

間

購

入

者

，
の

や
ぅ
.に
思
は
れ
る
。：

ス
，ベ
ィ
ン
め
有
名
な
る
ア
ル
カ
^
ラ
は
此
原
理
に
遨
い
て
設
免
さ
れ
た
や
ぅ
で
あ
る
:-
<
?其
f

ほ
最
初
^
十
パ 

セ
ン 
>
、
後
に
は
十
四
。ハ
丨
セ
ン
ト
、
現
在
は
僅
に
六
パ
1
セ
ン
ト
で
、
動
產
と
不
動
產
を
.問
は
：ず
す
ベ
て
の
種

類

の

財
產

の

賣

蕞
 

9
に
課
す
る
祖
税
.で
あ
つ
て
、
其
*
:税
は
財
產
の
寶
却
さ
れ
，る
其
都
度
繰
返
さ
れ
る
の
で
^
る
。
此
稅
の
課
税
に
は
、

一
刊
ょ
ゎ
也
#
I 

へ
の
.货
_
の
輸
送
の
み
な
ら
ず
、、
或
店
ょ
り
他
店
へ
の
貨
物
移
送
を
も
看
視
す
る
に
足
る
ほ
ど
の
多
數
の
收
税
東
を
必
要
;4
:
す
る
。
共 

租
观
は
、：

着
の
貨
物
の
商
人
に
.止
ま
ら
ず
、
す
"ベ
て
の
種
顧
の
貨
物
の
商
人
を
、
'ま
：た
す
：ベ
•て
.の
農
家
.、_
製

造

業

者

、
，
大

小

の

變
 

を
し
て
收
税
进
の
間
斷
な
き
臨
檢
檢
赍
を
受
け
さ
せ
る
.0
此
種
の
租
稅
の
設
宠
さ
れ
る
國
の
大
部
分
を
通
じ
て
は
、
遠
隔
の
市
場
昀
に 

何
物
も
I

が
行
は
れ
得
な
い
の
で
あ
る
。
菌
の
各

地

の

_

は
其
隣
接
地
方
の
消
費
に
應
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
。
其
故
に
ウ
ス
タ
リ 

ツ

astarltz

は
ス
べ
ィ
ン
のH

業
の
衰
亡
の
原
因
を
此
ア
ル
カ
バ
ラ
に
歸
し
て
居
る
。
此
租
税
は
エ
業
の
み
な
ら
免
、
土
地
办
原
生
產 

物
に
も
課
税
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
彼
は
同
様
に
農
業
の
衰
微
を
も
之
に
歸
し
得
た
で
あ
ら
ぅ
0」

i
o
a
w 

 ̂

p
a
l
w
-
s 

? 

^
r
. 
( 

- 

、

‘ 

' 

' 

'

近
代
財
政
擧
者
の
實
上
税
、

一
般
取
引
税
に
對
す
る
見
解
の
一
例
と
し
て
バ
ス
テ
^
-ブ
ル
は
次
の
如
く
述
べ
て
居
る
。

.「

ずY

て0

食
物
、.貨
#
の
：後
卿
、
生
產
の
各
種
形
態
に
課
す
る
租
税
は
產
業
の
發
達
に
極
め
て
有
寄
で
あ
り
、納
税
者
に
と
つ
て
煩 

瑣
で
あ
り
不
便
で
あ
-る
し
、
微
收
に
'も
費
用
を
要
す
る
こ
と
多
い
1?
'
あ
ら
ぅ
0
'財
政
史
は
之
事
の
弊
害
に
つ
い
て
.豐
富
な
例
證
を
提
供 

す
る
。1

切
の
取
引
に
課
せ
^
れ
る
租
稅
、
ア
ル
カ
バ
ラ
は
ア
ダ
ム•

ス
ミ
ス
に
ょ
つ
て
ス
べ
ィ
ン
の
農
業
及
び
工
業
の
衰
退
の
.原
因 

と
看
做
さ
れ
て
.
.
f

 

9
ハ
ス
キ
ソ
ン(

H
l
s
s
o
n
)
■

の
第
一
次
改
革
前
吖
英
國
の
關
稅
は
課
税
の
一
部
門
に
過
度
に
M

t

こ

と
の 

弊
害
の
例
を
示
し
、
，ま
た
米
國
の
南
北
戰
爭
{s>
時
の
把
入
制
度
は
同
一
弊
害
の
更
に
一
曆
著
し
v>
例
.で
あ
つ
た
。.

」
Bastable: 

Public 

兄
i
n
a
n
c
e
*
l

vo
-
s
. 

p. 

3
4
5
.

,參

极

-
-

'

第
一1

十
世
紀
の
初
期
に
於
て
'は
此1

般
取
引
税
又
は
寶
ヒ
税
は
廣
く
採
用
さ
る
、
可
能
性
が
殆
ど
認
め
ら
れ
な
か
つ
た
に
も
拘
ら
ず
、
 

世
界
大
戰
宋
期
及
び
戰
後
の
時
期
に
於
て
廣
く
主
要
諸
國
の
祖
税
制
度
.に
採
用
さ
れ
る
に
到
つ
た
0-
世
界
の
主
要
國
の
ぅ
ち
此
秫
の
租 

税
を
有
せ
ざ
る
も
の
は
日
本
及
び
英
國
CO
'
が
で
あ
つ
て
米
國
に
は
既
に
州
税
^1
し
て
行
は
れ
て
居
る
？
ド
イ
ッ
.
.が
寶
±
税
を
採
^
し
た 

る
を
最
初
と
し
て
歐
米
主
要
國
の
殆
ど
す
べ
て
.が
續
い
て
ド
イ
ッ
0
例
汇
從
つ
.て
此
祖
税
を
採
用
し
た
0
戰
爭
直
後
の
數
年
間
に
ベ
ル

ギ
ー
。
ブ
ラ
ジ
ル
。

フ
テ
ン
ス
？
イ
タ
リ
ーo :

そ
1
ゴ
ラ
ス
.ヴ
ィ
ア
。
力
ナ
ダ
o
'キ 

' ュ1
.、ノ 

o
リ
ト
ア
ニ
ア
o
. 

ク̂

セ
>•
力
ル
グ
。
オ」 

V
ス
ト
リ
ァ
9 

•
ホ
1
ラ
ン
F

.°
ポ

ル

ト

ガ

ル

。

ル

ー

マ
ー
ー
ア

9
チ

エ
.ッ
；
コ•
ス
ロ
：
ヴ'ァ
キ
ア
？
ハ
ン
ガ
リ
.
1。
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
聯
邦
及
び
.南

阿
聯
邦
の
中
.に
.採
用
さ
れ
た
：

.べ

.':
:

:
"
.
.

(

：

ぐ「

ニ

,
。
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.
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o
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M
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現

代

和

税

制

度

に

於

け

「

る
.
1般
取

引

税.の

地

位

ミ

其

本

質

w'
三

r
i

六
九
九
'

)



現
代
租
税
制
览
.に
於
か
5'
|
般
取
引
税
.の
'地
位
^
其
本
質
. 

四

四

(

一
七
3
.
J

〕 

|
般
取
引
撥
*寶
上
撒
の
弛
界
的
普
及
に
就
.て
は
次
の
如
き
說
明
が
あ
.る
0

「

世
^
大

戰

が

一

九

ー

..八

年

0:
中
頃
：に
、其
結
末
に
.近
づ
き
つ
.、
あ

つ

だ

當

時

に
.於
て
、
S-
'
要
な
：る
財
政
手
段
と
し
て
の
取
引
税
は
僅 

に
ニ
三
の
り
國
ど
獨
逸
に
於
て
の
み
存
在
し
、
ド
ィ
ッ
に
於
け
る
税
率
は
千
分
の
一
に
す
ぎ
な
か
つ
た
。
然
る
に
十
五
年
後
の
今
日
に 

か
で
は
此
租
税
は
四
大
陸
に
普
及
し
、
現
在
歐
洲
及
び
南
來
の
大
部
分
、
オ
1

ス

ト

ラ
リ
ァ

及
び
.力
ナ
ダ
に
於
げ
る
國
悅
0
主

要

な

る 

要
素
I

し
、
米
國
に
於
て
は
州
税
と
し
て
廣
要
_

地
位
'

1速
に
由
め
.つ
ふ

る

0
財
政
史
ト
一
に
於
て
恐
ら
く
ガ
ソ
V
ン
税
を
除 

い
て
他
の
租
稅
に
し
て
斯
ぐ
急
速
：に
佌
界
に
普
及
し
た
も
の
呔
な
い
の
で
あ
る
0

■

歐
讲
主
要
諸
國
の
大
多
數
は|

九1
•八
丄|

三
年
の
間
に
取
引
稅
を
採
用
し
たO

此
場
合
に
は
明
.か
に
此
租
税
は
、
戰
時
典
後
の
！H 

費
の
財
源
欠
乏
に
よ
り
又
無
統
制
ィ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
つ
て
破
壞
さ
れ
た
る
財
政
制
度
の
故
濟
手
段
と
し
て
要
求
さ
れ
た
の
で
あ 

る
o
'納
税
者
の
徳
義
規
律
が
衰
へ
て
居
り
、
從
て
價
格
の
中
にr

隱
れ」

、
比
較
的
に
便
宜
な
る
■

手
續
に
よ
つ
て
霞
さ
れ
、
日
 々

少
額
づ
ぐ
消
毀
者
が
結
局
支
拂
ふ
と
と
に
な
る
租
税
で
あ
れ
ば
-
諸
政
府
に
と
つ
て
旣
存
の
祖
稅
の
税
率
の
增
加
よ
り
も
明
か
に
採
⑴ 

し
易
か
0
た
の
で
あ
る
0
加
之
、
ィ
ン
ジ
レ
1
シ
»
ン
.
.の.物
價
水
準
に
迤
く
政
脉
經
費
の
■急
速
な
る
增
测
は
斯
る
物
價
水
準
の
變
励
に 

急
速
に
共
收
入
が
應
ず
る
や
ぅ
な
租
税
贫
必
要
と
し
た
リ
取
引
秘
と
世
界
大
戰
と
め
密
接
な
る
關
聯
は
、
此
租
税
が
中
立
國
で
あ
つ
た 

い
づ
れ
の
.歐
洲
諸
國
に
よ
つ
，て
も
採
用
さ
れ
.ず
、'.薩
を
除
い
て
歡
洲
交
戰
國
の
す
ベ
て
に
よ
つ
て
採
用
さ
れ
て
居
る
囊
に
よ
つ
て 

承
さ
れ
る
o
.取
引
税
は
一
度
採
用
さ
.る
れ
ば
、
そ
の
ま
、
#
續
す
る
傾
向
が
あ
つ
て
、
僅
か
に
三
、四
の
國
の
^.
が
、
.
.そ
の
い
.づ
^
も
ト 

國
で
あ
る
が 

>
此
租
稅
を
拋
棄
L

V居

る

。
へ';
へ

米
國
以
外
の
諸
國
に
於
て
は
狃|

吊
此
祖
税
は
共
通
の
形
態
を
備
へ
、
製
造
業
者
*卸
賣
業
者
•
小
賣
業
^'
に
等
し
く
課
せ
ら
れ
る
。
重 

要
な
る
例
外
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
。
カ
ナ
ダO

チ
エ
ッ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
及
び
イ
タ
リ
ー
に
よ
つ
て
與
へ
ら
れ
る
o 

之
は
來
國
'の
若
干
の
州
に
於
て
行
ふ
戈
の
と
.
.は
裁
然
た
る
對
照
を
舞
し
：、
米
國
の
州
の
場
合
に
は
製
造
業
者
及
び
卸
寶
業
を
隣
接
諸
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に
驅
逐
す
‘る
こ
と
：を
虞
れ
、
又
州
間
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商
業
*
引
に
課
税
し
得
ざ
る
こ
と
に
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つ
て
取
引
税
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小
»
取
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|
1
'
:
に
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限
し
^
居
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促
し
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0
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遞
の
業
務
に
適
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稅
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便
^
な
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あ
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ー
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例
外
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場
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あ
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0
若
干
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外
國
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取
引
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獨
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取
引
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曲
職
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よ
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さ
れ
て
居
つ 

た
が
、
普

禽

0

&
沒
|

>
の
知
：る
限
り
で
は
*
其5

づ
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範
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總
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入
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總
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に
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。
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狹
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。
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れ
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般
取
引
税
に
就
て
其
適
用
範
圍
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最
も
廣
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ィ
ッ
の
取
引
税
で
.あ
り
、
叉
ド
f
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が
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界
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ぅ
.ち
此
：税
を
採
用
し
た
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初
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。
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引
支
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：

.此
エ
ル
ツ
べ
ル
ガ
ア
の
改
革
に
よ
つ
て
、 

輿
後
多
數
：の
新
税
法
の
制
宛
あ
る

に
も
拘
ら
ず
、
今
に
尙
ほ
行
は
れ
て
居
る
獨
逸Q

祖
税
制
度
の
基
礎
が
杉
成
さ
れ
た
の
で
あ
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梂
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潇
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概
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範
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れ
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.
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又
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ゼ
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*其釭
藥
の
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引
の
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瓦
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が
小
賣
な
る
^
き
は
.其
期
橥
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'

の
主
だ
る
響
が
小
賣
.で
あ
る
と
萁
ふ
。
三
.
1ー
年
ー
月
よ
0
此
差
別
税
率
は
1ー.
晋
に
引
上
げ
ら
九
た
ヴ 

V,
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訪
'2
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.農
槳
の
刹
益
の
^
め
に
穀
物
、
穀
粉
其
他
及
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パ
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製
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税
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.；

の
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は
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他
國
o

取
別
稅
に
比
し
て
、
其
適
用
範
圆
の
廣
く
し
て
免
税
さ
る
、
部
分
の
少
な
い
こ
と
で 

あ

つ
. ^
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, #

政
策
的
見
地
よ
り
し
て
、
例
へ

”
ば
社
會
保
險
に
於
け
る
轉
疮
及
び
藥
劑
の
給
付
、
小
園
藝
小
家
畜
及
小
農
業
の
.坐
產
物 

の
自
己
消
費
を
免
税
す
る
等
其
他
蒞
千
の

.
免
税
事
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が
あ
‘る
。
公
共
團
體
經
營
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八
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行
せ
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れ
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-
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に
の
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れ
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話
.瓦
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.培
畜
場
の
如
し)

自
由
職
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者
の
勞
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收
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に
っ
^
て
,

ニ

失

ニ

.?
1
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八
月
の
税
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に
よ
0
て
-
民
間
の
^
諸
藝
術
紀
箸
述
：家
の
報
酬
、代
理
估
•仲
質
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の
手
數
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は
年
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六
千
マ
ル
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超
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ざ
る
限
り
免
税
a
れ
、1,
九1
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四
月
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税
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つ
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萬
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ル
ク
ま
で
に
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上
げ
ら
れ
た
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又
旣
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同

一

の
給
付
過
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於
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他
秫
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取
»]
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課
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ら
れ
て
溏
る
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合
に
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さ
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^
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取
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富
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險
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付
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0
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受
け
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あ
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濟
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⑴
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。
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蜜
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上
の
租
稅
期
間
を
曆
年
占
し
‘(

或
は
所
得
稅
及
び
法
人
所
得
税
.

の
！
！

準

と

.な 

る
經
濟
牢
度
た
る
こ
と
も
あ
；る)

、
其
租
税
期
間
0
經
過
後
'
;

I .

ヶ
月
，以
内
に
租
稅
義
務
者
は
納
税
莪
務
を
生
ず
る
其
收
得
し
た
る
對
價 

I

吿
せ
.ね
ば
I

なS

 

o其
套
を
得
セ
税

_

は
撥
額
の
決
f

 

I
。
，
此
取
引
税
納
税
義
務
者
は
每
三
ヶ
月
經
過
後
十
品
以 

內
に
其
收
得
し
た
.る
對
俱
を
假
通
吿(

v
o
r
a
n
m
e
l
d
l
)

し
其
と
共
.に
#
通
吿
額
鹿
攀
る
取
引
税
め

’前
納
ど
す
る
。
企
業
者
が
此 

義
務
を
康
行
せ
ず
文
は
完
全
に
廣
行
せ
ざ
る
場
合
に
は
稅
務
署
が
其
前
納
額
を
決
定
ず
令
^̂
^̂

場
食
^
の
が
趙
税
の
請
求
.が
生
：ず
る
。
若
し
兩
者
が
合
致
す
れ
ば
亂
税
義
緣
者
に
共
事
を
逝
知
.し
て
.完
了
す
：る
Q
斯
く
し
て
取
引
耽
の 

納
税
.は
旣
に
支
拂
は
れ
た
對
價
を
.標
準
と
し
て
.其
肝
莫
が
容
易
で
あ
り
、
租
税
義
務
者
自
ら
奸
嚴
し
て
、
典
税
額
を
支
拂
ふ
の
で
あ
る 

か
ら
其
徵
收
が
容
易
で
.：あ
.本
。
故
に
此
.租
.税
，に
.ょ
つ
.て
生
す
る
^
^

^
.認
め
ら
れ
る
。
之

等0
税
務
技
術
上
の
：火*
る
利
益
比
、0其
租
秘
收
入0
多
，齡
な^

V

:併
せ
て
ド
イ
ツ
撖
邦a
视

制

鹰

よ

り

比.

一
般
取
r
b税
を
管
く
こ
と
を
困
難
な
ら
し
め
た
の
で
あ
る
。
殊
に
ィ
ン
フ
レ
ー
シB

ン
時
代
に
於
て
は
彻
賀P

貴

に

ょ

る

取
：；；；

金

湏

の 

膨
脹
ど
短
期
の
掛
税
_

:J
一
ヶ
月
；}に
於
：

b

が
租
贩
前
納
義
故
の
設
定
に
ょ
.つ
.て
：、
すY

 

v
o;
v

_

s

_<d
:
.
s
^
m
紙

Co
.
-收
入
を
擧
げ
る 

こ
と
の
出
來
た
殆
ど
啤
一
の
祖
歡
と
だ
つ
忘
で
^:
;
るo

.

而
し
て
現
■

の
_

■

る
■
.
が
各
織
■
福
ん
廉
遇
を
生
ず
ふ
に
及 

む
で
は
取
引
税
はg

び
税
率
を
二
-
に
引
上
げ
、
又
そ
れ
ま
で
三
ケ
f

i
に
行
は
れ
た
租
税Q:

前
納
は一

ケ
月
每
と
改
め
ら
れ
た
。

K 

イ
ツ
聯
邦
税
め
が
ち
取
引
耽
の
占
め
る
部
分
は
最
近
七
苹
間
に
次
呀
如
ヾ
く
絶
化
レ
で
吾
ぶ
。

年

度
 

1

九
ニ
三
牢 

1

九
_

年

>

!

ぎ

一

七

年

'.
.

1

九
ニ
瓜

年

- 

1

九
三
0
年
' 

■

一
 A

u
l

1

年 

一
九
三
ー5(

豫
歎)  

1

九
_
j年(

豫
算)

租
税
及
關
税
收
A c

苗
旗5 

1
、

六 
二
六
•
一
«:
.
>ル
ク
ネ
'.
'〈

七
‘H1T
T

七
0
フ
、ィ
ヒ
へ
ス>
,
¥ク)

取
引
稅
收
入(

百
®

六〇
！<:• 〇

C

金
マ
ル
ク
V 

1

、九

H
〒
六(

ラ
イ
'ヒ
ス
マ
ル
ク)

八
、四
八
八
•五C,

九
、H

C

九
•八C

 

,九
、〇
.ニ
四
*四( 

七
、八
〇
三
•九C 

七
、
四
六
〇
•〇( 

六
i
A;
六
五
•四C

扃

'
'■

◊ 

八
七
七
：•七C

同

；
)

M 

-
 

V

^

,

)

—

九
九
六
•一
一

c 

同

：
)

同
.
‘
:■
'
.

>

:
'
:
九
九
四
•一

1
C
:

,
同

)

同

'-)

， 

一
 

一
 

同

〕

.
.
.

5 

;

,

,
.

.

.い —

 

-

.同
：
':
')

'

:
ニ

、五
0 .

0
.〇(

.

'
.同

：

>

'

'

'

更
に
ア
イ
ツ
_
邦
祖
稅
制
谀
に
於
.け
る
主
要
項
目
を
擧
げ
て
取
引
税
0
重

：要
性
を
ー
示
：
し

、
且

0
交
付
税
：1
7
|
3
&
1
1
1
1

贷

|
1
:と

し

： 

て
共
ぅ
ち
地
方
#
政
交
付
-
u;f
e

る
部
分
と
を
示
す
に
次
の
如
く
で
.あ
.り
、
以
て
取
引
.税
が
祖
税
收
^
<か
5
^

を
占
め
獨
逸
聯
邦
財
政
に 

於
て
®
耍
な
名
地
位
^
あ
”る
^
知
る
こ
と
が
.出
來
^
5'
vo
'-
:
i

.
现
代
租
税
制
度
呔
於
げ.る
.*-
?
般
取
引
税
の
地
位
孓
其
本
質：
''

.

五
セ
' 

a

七
.
.ニ)



''
•

、現
代
祖
：税
制
鹿
に
於
け
る
：：一
;般
垠
9|
税
'め
她

位

.琴

丼

水

質

 

K:六

(

ー
_
.七

「

5

.
r
- 

-

^
 

W
.
' 

■

，̂ 
地
方
交
付
額

(

百
萬マ
ル

ク〕

-

ン 
p

.
;r
r
蓮

及

■
人
所
得
■
 )

.
：
 
'
,
'
ノ
 
ひ

：
.

」

：
ッ

ゾ

■
,
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“
一

: 

V

-

税

-

六
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: 

. 

I
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.
.
.

.

.:

:
”

.
取

；
：
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:

C
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i
;
:
.
'

を

：

1

五

争

〇
-

.

政
.
_

〇

,

、

：

:

r5
:

:

.

l

i 

力
I
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、:
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0
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'

f
ノ 

ル
：
稅
：

.
::
1
§
.
〇
：/

;■
::

■‘.
ぃ
_

•六

“

.

.
ゾ
-
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,精

..

蓐

賣
.

:.
:

,

一
四
び
•九

'

,

'

,

.

>

—

 

：
'

S
'
'煙
：

草

税

■'
 

七
七
ぎ
〇

• 

. 

：
>

|
 

.
- 

V
 

砂

-
糖
.’税
フ

 

V
.
.
, 

.

:

10
:.
關

.

. 

w
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;

_
 邦 

l

i

 入：合
計 

'
.
' 

:

:
:
M
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r 

.
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一
七
六 
一
•
三
 

一
.
.'
/
へ
、

.

'

.'

.

.

. 

. 
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... 

.

/

. 

. 

-
V 

•

(

聯
邦
財
政
收
入
と
な'̂
部

分

五

1
0四
•〇〕

' Finanzieller .uberblick iiber den. Re.ichshaushaltsplan, 1
9
3
3
).Bei.lage.14/

S;,12-3
:

:
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.
.

.

.

.

.

.
:
: : 

.

,

'
r
.三
.
-

.
■

ト

.

.

.

.
：•:
'

,'
•■
-
:
; 

, 

,

'.
:-
:
''.'
.
:
.
:
v
v
'

i:
. 

' 

V
- 

:.
.
 

, 

I.

'.
:■.- 
.
:.
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 ̂

. 

, 

.
 

•
. 

.

.

.

.
'
. 

ド
ィ
ツ
の
取
弓
稅
が
腐
般
に
各
種
の
娘

^ |

に
劃
ー
的
税
率
を
頸
し
て
課
税
す
る
に
對
し
て

' 

其
と
異
る
他(0
:
國
々
の
取
引
悅
のt

表
的
な
る
も
の
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
の
取
引
税(la 

taxe 

s
u
r
l
e

 chiffre 

<
r
a
&
i
r
e
s
)

$:
:
擧
げ
を
1
;
.
ど

が

出

來^;
ゲ
0.
ァ

.'
•
ゾ

.
 

...
 

'
 

•.
 

、
 

.

.

.

.

. 

- 

• 

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

. 

• 

.
 

•

^

^

^

0

一
九
二
〇
年
の
取
引
税
法
.
達̂

4
す
る
も
$
で
|

0
 

^

_(

寶
上)

稅
は
、
'常
時
業
務
と
す
る
と
否
と
を
問
ば
ず
、
購
人
叉
は
製
造
し
た
る
货
物
を
嫩
賣
し
た
る
者
に
對
し
て
將
に
免
税
の 

規
宠
f

服
b
、
f

舊
を
課
稅
檩
準
と
し
て
課
猶
す
る
.。
貨
物
の
販
寶
以
外
の
取
引
を
行
t

め
^

何
に
.办
.
ず
其
實
際
把
收
受
し;̂
る
報
_
を
課
税
_
;^
^
し

て

課

我

す

る

，
の

で

あ

る

0其
税

率

は| 

|

 

%
で
あ
っ
た
。
此
寶
上
栊
の
適 

用
|

取

引

.^
し
て
.は
自

蟲

業

、
農
家
の
自
作
農
產
物
家
裏
贩
賣r

販
賣
價
.格
に
つ
★

政
府
の
澈
制
を
受
く
义
事
業
の
販
賣
取
引
、 

(

例
。ハ
：ン
販
S

目
營
奪
賛
品
鐵
道
其
他
公
益
事
業
，i

す
る
取
引)

輸

取
|̂

所
、
保
險
會
社
}等
で
あ
り
、
.：且
：つ
賃
銀
俸
給
も
課
税
を
受
け
&
い
の
で
あ
る
0
ン其
故
，

に
：：

フ
ラ
ン
ス
め
寶
上
歡
ば
ド
^
ッ
ぞ
の
に 

比
，I
,て
殊
.

1
由
職
業
及
び
農
家
.の
.
自

作

農

產

物

家

畜

の

販

賣

を

課

税

せ

ざ
る
こ
と
及
び
輸
入取

引

の

，課

税

に

於

て

異
^

•1
1
.
1舟

取
9
故

と

同

時

_

侈
ロ

 

5
.
の

小
.賣

取

引

に

對

し
.て
.其

聰

賣

價

格

を

課

：我

標

準

<?
:
.す
^
^
^
^

.に
つ
：.い
てI

艽
ズ
.乃
.至
：一1
-
#涔の
課
税
が
.あ
つ
：.た
。
營
業
非
營
業
的
.取
引
の
支

t

般
取
引
税M

.

つ

い

て

は

其

後

若

干

：
の

改

犯

が

あ

つ

V
、

.殊
に

：

. 一

九
ニ一

四

年

及

：
ニ
，
六

年

：
の

税

率

の

引

上

げ

が

f

、
又t 

S
年

に

：
は 

華
の
货
物
に
つ
い
'
.て
生
產
課
税
を
以
て
代
置
し
たC

其
範
圍
は「

九
，一1-

六
部
■後
半
ょ
り
：次
第
に
摘
大
.
.さ
れ
た：0

貨
物
の
寶
買
取
引
每 

k
低
率
海
稅
を
行
ふ
こ
と
の
.代
I

-
共
貨
物(

例
石
炭
鐘
等a

の
初
期
取
引
過
程
S

て
一
度
比
較
的
高
率
I

f

行
ふ

も

の

ノ
で
あ
つ
た
::
0

.:
■

:

-

:.>
:
: 

ン
：
 

'

- 

ぃ
 

<
 

...

'
.撕

く

し

て

マ

，
ラ
：
ン

.ス

の

賣

土

銳

は

次

の

租

，
税

 

及

び
1

^

i

i

.

-

:

 

. 

(

“一
 

： p

三
ノ



現

代

祖

税

御

度

：

.に
於
け
=る
ブ
般
.取
引
税
©
地
位
.式
其
本
質
：. 

五
' 

C
l

七一

四)

：

入

取

引.に
、
：損
益
を
間
は
ず
、
其
總
賣
上
高
を
課
稅
檩
準
：と
す
る
稅
率
一
霞
の
課
每
¥
數
料
«;
-利

子

其

他

：商

事

取

則

と

着

做

さ

る

ベ

t-
-
.
: 

べ
き
も
の
の
總
收
入
金
に
ニ
が
の
課
税
。
貨
物
の
獄
類
と
價
格
と
に
ょ
つ
て
觉
め
ら
れ
る
奢
侈
品
小
賣
取
引
寶
上
稅
が
あ
る
0
か
、
る 

寰
上
税
fc
代
る
べ
き
も
の
と
し
.て
設
け
ら
れ
た
る
も
の
♦

し
ー
て
右
炭
*
襲

：•
.肥
料
•
茶
*
コ：

I
匕
I
，
砂
«
に
：つ
5
.て
：
の

生

產

課

賭

.が 

あ

つ

た

。

其

故
.に
フ
ラ
ン
ス
の
.取
引
税
制
度
は
ド
ィ
ッ
の
取
引
税
.に
比
し
.て『

羅
複
雜
だ
る
樺
成
を
有
す
る
V
の
で
あ
つ
た
。
フ
ラ
ン 

ス
國
税
收
入V

に
於
て
'I:
般
取
引
税
は
、
.例
：へ，ば
.；U

1

九
年
に
は
■九
、
1九
七
：四
*
七
：(

百
萬
フ
ラ
ン)

71
-
九
三
0
年
に
は
八
ハ
七
四
六
*
.九「 

(

百
萬
ブ
テ
ン
：

)

め
收
入
を
擧
げH
居
：る
？
..其
は
租
稅
關
稅
收
入
二
九1

二
.：九
矩
約
K.
百
.

 ̂

1
九
一
コ
0
牢
約
五
百
十
億
フ
ラ 

ン
‘
對

し

て

約

六

分

の

，
一

餘

を

占

.め

る

。

；
且

っ

：
フ

ー

ス

‘ 

ス
.の
各
稲
.租
稅
の
'ぅ
ち

.

其
收
A :
m
.於
て
' 

I &

取

&̂

め

，

主

か

で

^
?
。

"
1
‘
九】

コ
〇
年
呀
片
.ょ
り
奢
當
賣
上
稅
ば
ま
%
.乃
.到
六
%
:
:
と
な
づ
^:
0
§

哪
取
引 

(
r

.

(

四
十
六
：種
の
：
食

料

品

取

引

运

：

P
H
o
r
五

音

パ

の

税

率

に

輕

睬

さ

れ

：、
ー
：零

九

種

の

击

產

物

が

全

热

免

税

さ

れ

又

は

粱

次

的

課

說

の

货

に

歡 

V 

'
ー

課

我:-
^
變

货
^

:̂^
/?
°
:^
%
:
5箭
入

取̂
税

：拉

；广
1
^

に

對

し

て

カ,%
に
，變

觅

さ

れ

允
0 

w
o
o
p
o
i 

o
o
^
.
f 

^
.
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 ̂

3
 

V

:m
:;
^

,:
^

に 

一
^

濟
修
snr
の
販
寶
取
^
に
十
一
一
^
の
税
率
を
以
て
課
税
す
る
も
の
で
、あ
つ
た
。
其
後
、

一
般
取
引
税
の
稅
率
は
ニ
^
に

.
.'
.
.
. 

:
ノ 

.ぐ

.

-

-

:

:

:

.'
•い
，
.
-
，
ノ
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'
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>
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'

-
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.

.
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:/
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.
.''
:
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.
;
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* 
ノ

\
■:

.

引
上
^

-'
6
>れ

、

奢

移

品

，取

别

我

は

小

寶

，取

引

に

'
の

み

課

せ

ら

れ

て

普

通

税

率

は

 
一
0
涔

で

あ

る‘が
、

特HI
J
の

奢

侈

品

に

9

い

て

は

十

八

■:
■'
'ノ

■
'
.
:
 

-
,
'
.
v 

.

:■
ハ
.：

.;'

. 

;

!—

.
i
M
. 

-
V
- 

- 

•
• 

- 

. 

' 

■
, 

r

i

.
V 

.

.

.
V
:

オ
ー
ス
ト
R
ア
取
引
税
制
度
.の
特
徽
は
所
謂p

h
a
s
e
n
p
a
u
s
c
i
l
a
T
i
e
i
g

で
%
る
.。
：：
；
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菡
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す
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。
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又
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⑴
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⑴
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濟
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濟
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濟
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述
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條
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.
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又
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落
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